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●近年の水害の激甚化等を踏まえ、「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針（令和元年12月12日）」に基づき、
岡山県内の３水系（吉井川水系、旭川水系、高梁川水系）計４４ダムにおいて、令和２年５月２９日に河川管理者、ダム管理者及び利水
者が治水協定を締結し、水害被害軽減のためにダムの事前放流等の取り組みを実施しています。

●事前放流とは、大雨が予想される場合、ダムの利水容量の一部を洪水の発生前に放流し、洪水調節容量を一時的に増やす操作です。
これにより、洪水調節機能の強化を図り、水害被害の軽減や住民の避難時間の確保等の効果が期待されます。

■事前放流について

■ 既存ダムの洪水調節強化の取り組みについて

美咲町

久米南町

岡山市

吉備中央町

真庭市

湯原ダム

旭川 (指定区間)

社口ダム

旭川ダム

竹谷川(県)
豊岡川(県)

山手ダム(久米南町)

誕生寺川(県)

土用ダム

土用川(県)

旭
川

日山ダム(吉備中央町)

日山谷川(県)

河平ダム

鳴滝ダム

加茂川(県)

竹谷ダム

鏡野町

大成川(県)

赤磐市

新庄村

北房ダム(真庭市)

恩木ダム(吉備中央町)

【旭川水系】

＜凡 例＞

：国土交通省

：岡山県

：中国電力

：農政局

：自治体

【事前放流のイメージ】

大規模氾濫時の
減災対策協議会

真備部会

ダム洪水調節機能部会

流域治水部会

防災行動計画検討部会

※ダム洪水調節機能協議会として設置
（河川法５１条２項）

※高梁川水系のみ

【ダム洪水調節機能部会の位置付け】【治水協定のイメージ】

河川管理者

※河川管理者が必要と認める場合

：協議会の必須構成員

※関係市町村長※関係行政機関

ダム洪水調節機
能部会

都道府県
知事

利水者

（電力会社
等）

【ダム洪水調節機能部会のイメージ】

●大規模氾濫時の減災対策協議会の中に河川管理者とダム管理者及び利水者で構成された「ダム部会」を設置。
●令和３年５月の法改正をうけて、事前放流の取り組みを継続的なものとし、関係者による協議の場が法定枠組となるよう「ダム部会」の

設置要綱を改正し、令和３年１１月３０日に河川法第５１条２に基づく「ダム洪水調節機能部会」を設置。

■ダム洪水調節機能部会について

構成員は協議に応じなければならない。
構成員は協議結果を尊重
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【高梁川水系】 20ダム
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治水協定対象ダム

高梁川水系

旭川水系

吉井川水系

●岡山県土木部が管理するダムのうち、６ダムで事
前放流を実施しました。

●岡山県農林水産部及び市町村が管理する農業用ダ
ムのうち、久賀ダムで事前放流を実施しました。

●中国電力が管理する発電ダムのうち、新成羽川ダ
ムで事前放流を実施しました。

令和５年出水に対する事前放流状況

●令和６年度の出水期も引き続き事前放流に取り組み
ます。

今後の取り組み

●令和５年度において、事前放流の基準を上回る降雨予測が３回生起しました。
●このうち、６月１日の出水で５ダム、７月１日の出水で１ダム、８月１５日の出水で６ダムが事前放流を実施しました。
●その他、貯水位を低下して空き容量を確保していたダムで洪水貯留が行われました。
●なお、令和５年度は、予測降雨量ほど降雨が無く大きな出水には至りませんでした。

令和５年の事前放流に対する取り組み状況

■ 令和５年度の事前放流の取り組み状況

事前放流実施ダム

事前放流実施ダム（令和5年6月1日、7月1日及び8月15日出水）

２

高梁川水系 旭川水系 吉井川水系
新成羽川ダム 湯原 久賀ダム
河本ダム
千屋ダム
三室川ダム
高瀬川ダム
楢井ダム



【参考】令和５年度の出水概要（事前放流を実施した出水）

■令和５年には、事前放流の予測降雨量を上回る出水が３回ありましたが、基準観測所において、水防団待機
水位を超える出水はありませんでした。

基準観測所地点における最高水位

※最高水位：各期間で最高水位を表示（令和５年時刻水位月表より）

３

12.940 9.300 11.180 計画高水位

11.000 8.400 9.600 氾濫危険水位

8.900 6.700 6.400 氾濫注意水位

7.700 4.300 5.000 水防団待機水位

出水期間 気象状況 月日 最高水位 月日 最高水位 月日 最高水位 事前放流を実施したダム

５月２９日～６月２日 梅雨前線 6月1日 4.74 6月2日 3.24 6月2日 4.41

旭川水系：湯原ダム
高梁川水系：新成羽川ダム、河本ダム、
　　　　　　　　千屋ダム、三室川ダム

６月３０日～７月２日 梅雨前線 7月1日 4.88 7月1日 2.83 7月1日 2.55

吉井川水系：久賀ダム

８月１４日～８月１６日 台風７号 8月15日 3.93 8月16日 3.18 8月15日 4.30

旭川水系：湯原ダム
高梁川水系：河本ダム、高瀬川ダム、
　　　　　　　　楢井ダム、千屋ダム、
　　　　　　　　三室川ダム

高梁川 旭川 吉井川

日羽観測所（ｍ） 下牧観測所（ｍ） 津瀬観測所（ｍ）
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(EL.m)

雨量
(mm)

230 500 0

212

80

60

実績雨量 144 mm

最大放流量
約125m3/s 

最大流入量
約193m3/s 

貯水位

流入量

放流量

凡例

8月15日 8月16日

最大流入時放流量
約77m3/s

制限水位EL 218.00m ▽

EL 215.23m

事前放流実施

三室川ダム

高瀬川ダム
千屋ダム

河本ダム

高梁川上流４ダムの
水位低減効果(川合橋地点)

予測雨量151.8mm
（基準降雨量140mm）

約1.0mの水位低減

河本ダム ハイドログラフ

制限水位から2m77cm低下
約151万m3の空き容量を確保

下流への流量を低減
約116m3/s

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

水位(m) ダムあり水位

ダムなし水位ダムが無いときの水位

2.93m（推定)

実際の水位1.96m

約 0.97m の水位低下

右岸左岸

8月17日

令和５年度 岡山県管理ダムの取組状況等について 岡山県

概 況 ８月１４日夜から１７日にかけて、台風第７号や線状降水帯の影響により、県北部を中心に大雨となりました。
河本ダム上流域では、１５日１時の降り始めから１６日５時までに、１４４ｍｍの降雨を観測しました。

ダムの状況 １５日６時に基準降雨量を超えたため、８時から事前放流に取り組み、事前放流前からの水位を下げた運用と
事前放流により、１５日１１時５０分時点で、貯水位は２１５．２３ｍと制限水位より２ｍ７７ｃｍ低く、洪水
を調節するための容量を、利水容量から約１５１万ｍ３確保しました。

川合橋(新見)

４



２ ダムの取組状況
８月14～16日にかけての台風７号の接近に伴う大雨に際しては、各ダムの事前放流等※１の取

組により、県所管農業用ダム全体で目標容量※２に対し113.8％、治水協定の確保容量に対して
108.9％の洪水調節容量を確保。

水 系 確保容量(千㎥) 目標容量(千㎥) 確保率(%) 治水協定(千㎥) 確保率(%)

吉井川（ 8ダム） 10,561 9,769 108.1 10,014 105.5

旭 川（ 4ダム） 881 470 187.4 586 150.3

高梁川（10ダム） 5,168 4,383 117.9 4,710 109.7

１級計（22ダム） 16,610 14,622 113.6 15,310 108.5

総 計（23ダム） 17,358 15,249 113.8  15,937 108.9

１ 県所管農業用ダムの概要
・ 県所管農業用ダムは、吉井川水系８ダム、旭川水系４ダム、高梁川水系10ダム、２級水系
１ダムの計23箇所。

・ そのうち、利水専用ダムは11ダム、防災専用ダムは３ダム、多目的ダムは９ダム。

※1 事前放流等：態勢指示前のバルブ操作等による水位低下を含む
※2 目標容量：事前放流等実施要領に記載の目標水位により確保できる洪水調節容量

【８月14～16日（台風７号）における洪水調節容量確保状況】

令和５年度の取組 県所管農業用ダムの取組状況
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令和５年度 小阪部川ダムの運用状況 【中国四国農政局】

〇 ダムの貯水位運用は、目標貯水位まで下げて、実施。

〇 事前放流は、基準降雨量に到達しなかったため、未実施。

10/21
244.00m

6/13
248.00m

事前放流実施期間
8/25～10/20

6/22～7/31
246.82m

8/8～8/30
243.29m

最大空き容量
約453万m3

最大空き容量
約227万m3

最大空き容量
約669万m3

国営施設機能保全事業 小阪部川地区 事業期間 平成26年度～令和6年度（予定）
小阪部川ダムは、築造以来60年以上が経過し老朽化が著しいダムの堰堤、取水施設、放流施設、管理施

設の補修・更新を行います。

：令和５年実績水位
：目標貯水位
：事前放流限度水位

ダム貯水位
(E.L. m）

4月 6月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月5月 7月

利水放流設備
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0.0
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高梁川水系出水期：6/16~10/20

かんがい期間：6/15~9/23

日
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/日
）

▽洪水吐下端標高 EL.244.00m

▽常時満水位 EL.250.00m
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2023年 新成羽川ダム事前放流の実績について【中国電力】

2023年6月1日実施

降雨成因 前線

事前放流開始時 6月1日 8時00分E.L. 231.30 m(W.L. 24.30 m)

水位低下量
最大時点

6月2日 0時30分(16時間30分後)E.L. 225.67 m
(W.L. 18.67 m)（▲5.63 m）

事前放流中止時 6月2日 0時30分（16時間30分後）

事前放流により低下させた容
量(最大の時点)

17,168千m3

 2023年度出水期において、事前放流を実施したのは1ケース（2019年度運用開始以降、計10ケース）。

 洪水量（800m3/s）未満の出水であり、空振り傾向となった。

 全10ケースのうち低下させた容量が最も多い事前放流となった。

年月日
判断積算雨量

（mm）
実績降雨量

（mm）
予測最大流入量

（m3/s）
実績最大流入量

（m3/s）
① 2019年7月18日 148 61 ― 183
② 2019年8月28日 148 74 ― 194
③ 2020年6月14日 113 103 ― 374
④ 2020年7月7日 207 125 2,000 364
⑤ 2021年7月7日 132 126 1,800 571
⑥ 2021年8月12日 192 295 1,400 1,326
⑦ 2021年8月17日 158 51 1,400 157
⑧ 2022年8月17日 119 21 1,200 77
⑨ 2022年9月18日 206 100 2,700 483
⑩ 2023年6月1日 146 50 2,400 188

中国電力
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（参考）2023年6月1日 事前放流実績
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 前線の影響で6月1日～2日にかけて予測された降雨により、基準累計雨量（110mm) および予測流入量
（1,100m3/s）を2回超過したため、6月1日8時より新成羽川ダム事前放流による水位低下を実施。

 その後、6月1日23時の予測更新で事前放流中止基準（110ｍｍ未満かつ800m3/s未満）を満たしたため，6月2日0
時30分をもって事前放流を中止した。

 水位低下量は5.63mとなり、低下させた容量が最も多い事前放流となった。

中国電力

８
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